
国�は、他の��に�べて���なた
め、�授との�わりが�いのはもちろ
ん、クラスがあり、�⽣同⼠の�わりも
�常に�いことが�徴の��であり、
�々な�間��ができ、�⽇�きない
⽇々を�ごしています。

   ⼤�⽣活について

        ゼミの研�テーマ
              「持�可�性をめぐる
              グローバル・ガバナンス」
            (井⼝ゼミ) 

昨�、SDGsが流⾏りになっていますが、
このゼミでは、�期に�って、現在と同
じ�かさ(��、��、��的��)を持�
可�的に�受できる��を構築するには
どうすればいいかについて研�していま
す。 
背�には地�温暖�を�めとする、国�
的な問題が�るみに�てきており、それ
に�処する必�があります。 
現時点で�かったことは、ある⼀つの国
�問題には、⼀つの�決策がある�では
なく、�々なアプローチの仕�があり、
各々個�の�味や��で⾏動することが
⼤切であるということです。 

国�����を
�んだきっかけ

元々、��に漠�とした�れがあり、よ
く�べていました。その時に、��で
は、�⽇�べる�料に�っていたり、�
種�別や����などの問題が�こって
いることを知りました。それからそのこ
とについてずっと�えており、そういっ
た問題について政�や��、��の⾯か
ら�⾓的に��できるのが�都�業⼤�
の国�����だったため、ここに��
しました。

     ��Field Research
   研�先�オーストラリア
        (パース)

現地の⼤�で、オーストラリアの��的
な��や��問題について��しまし
た。プレゼンなどで発�する��が�
く、�常に有�義でした。もちろん、英
�を使ってです。 

多⾓的に学ぶ国際関係学
国際関係学部1期⽣(3回⽣)の学び


